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―長野県飯田市遠山郷かぐらの湯を事例に―
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A Study of the Management and Utilization of the Public Baths in a Semi-Mountainous Area:
A Case Study of Kagura-no-Yu, in Iida City, Nagano Prefecture
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要　　旨
　本研究の目的は、長野県飯田市遠山郷にある日帰り温泉施設「かぐらの湯」を対象に、特に地域活
性化が急務の課題として位置づけられる中山間地に注目し、公衆浴場の望ましい経営管理の在り方を
検討した上で、かぐらの湯の社会的意義を明らかにすることである。
　調査の結果、中山間地における人材の確保や地域特性を活かした観光まちづくりについて、新たな
見解を提示した。さらに、教育や学習の側面からかぐらの湯の独自性を見ることができ、地域住民の
主体的な参画を通じて施設を経営・利用するなど、学びの場としての公衆浴場の社会的意義は大きく、
新しい地域経営の在り方や観光まちづくりを検討する必要性が示唆された。
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Ⅰ．はじめに

1．問題の所在
　新型コロナウイルス感染症（以下、新型コロナ）の
世界的感染拡大は、感染者数、社会・経済活動への
インパクトの側面から、計り知れない影響を及ぼし
たことは言うまでもなく、観光産業は今もなお厳し
い状況に置かれている。さらに、これまで多くの観
光地で顕在化する観光施設の老朽化や経営不振、地
方財政の疲弊などに対して、新型コロナが追い打ち
をかけるように全国の観光地では様々な問題が深刻
化し、これまで経験したことのないような危機が観
光地全体を襲っているといえる。現在、観光産業に
迫る何重苦もの課題をいかに乗り越えることができ
るか、地域経済を支える観光の在り方がまさに問わ
れている。
　地域経営の側面から注目される「観光まちづくり」
は、これまで様々な議論や実践がなされ、ある一定
の定義や概念的枠組みから観光地に与える影響を見
ることができる。観光まちづくりとは、「地域が主
体となって、自然、文化、歴史、産業、人材など、
地域のあらゆる資源を生かすことによって、交流を
振興し、活力あふれるまちを実現するための活動」1）

であり、観光政策の重要施策のひとつとしても位置
付けられている。また、観光まちづくりの成功例を
評価する際に、「外部資源（地域外のヒト、カネ）の
量的獲得、戦略的活用、地域内浸透のバランスの取
れた積み重ね」2）が注目され、観光事業者、NPOな
ど地域のマネジメント組織、地域住民など、観光ま
ちづくりの主体による地域資源の活用には様々な特
徴が見出される。ほかにも、デザイン・ワークショッ
プ3）や類型化モデルの適用4）が見られるなど、観光
まちづくりの取組みの実態に関する研究や実践報告
は枚挙に暇がない。
　本稿では観光まちづくりによる地域経営の手掛か
りをつかむため、長野県飯田市遠山郷の日帰り温泉
施設「かぐらの湯」の経営と利用実態に関する事例
研究を試みる。観光まちづくりの概念的な深化は本
研究の目的ではないため、本稿では観光まちづくり
の定義をひとまず、「地域の主体性が発揮される活動」

「内部／外部資源の利活用を通して行われる観光に
関する事業」という意味で用いる。

　さて、観光まちづくりと地域経営に関する事例研
究のひとつの着眼点として、本稿では「公衆浴場」
が果たす社会的な役割と、観光地にもたらす効果か
ら施設の管理運営の方向について考えてみたい。
　歴史的に見ると、公衆浴場（または銭湯）がいつご
ろから出現したかは不詳である。社会生活史や風俗
史の多くの研究者は、平安時代に書かれた藤原為隆
の『永昌記』が最初の出自であると考え、この日記
からは、営業を目的とした町湯である蘭湯（菖蒲湯）
に、2日間湯治をしたという記述を見ることができ
る5）。また、公衆浴場法（1948年7月施行）では、「一
般公衆浴場」と「その他公衆浴場」に分類され、衛生・
風紀の向上及び確保を図るため、都道府県知事の許
可を受けることが義務付けられ、誰もがいつでも気
軽に入浴できるための条件整備が厳密に定められて
いる。
　このように、平安時代の日記や施設管理上の観点
から見ても、公衆浴場は古くから、私たち日本人に
とって欠かすことのできない存在であったといえる。
本稿における公衆浴場とは、社会福祉や観光振興の
シンボルとしての側面を持ち、地域内外から多くの
人々が利用できる場所である。言い換えると、公衆
浴場は、地域住民の癒し・憩いの場や健康保持・増
進のための公共施設であるとともに、コミュニティ
の活動を活性化するための地域振興拠点として位置
付けられる。そして、地域になくてはならない共有
資源としてのかぐらの湯（公衆浴場）が、様々な側面
から地域経済にどのような変化をもたらすのかを考
え、さらに、地域の実情に応じた経営展開の在り方
やあらゆる関係主体のかかわり方を焦眉の課題とし
て捉えたい。

2．研究目的
　本稿では、特に地域活性化が急務の課題として位
置づけられる中山間地に注目し、公衆浴場の望まし
い経営管理の在り方を検討した上で、かぐらの湯の
社会的意義を明らかにすることが本研究の目的であ
る。
　一般的に、観光を目的とする公衆浴場の管理運営
は、入浴者数の減少をはじめ、燃料費の高騰、施設・
設備の老朽化など、極めて困難なものとして考えら
れている注1。とりわけ、中山間地においては、少子
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高齢化や過疎化が深刻であり、人材の確保、地域特
性を活かした観光まちづくりや観光需要喚起策など、
経営課題解決に向けた改善や連携協力をより強力な
ものとして進めていかなければならない、と考える。
　さて、中山間地にあるかぐらの湯の現状は、結論
から述べると、運営主体の撤退・解散、源泉ポンプ
の故障による温泉供給の停止、新型コロナによる業
績悪化など、現在は当面の間、休業している（2022
年4月30日現在）。本稿では、全国的な公衆浴場の運
営状況や中山間地における課題を踏まえ、どのよう
にしてかぐらの湯が経営困難な状況に陥ってしまっ
たのかなど、可能な限りの状況調査を行い、今後の
かぐらの湯の持続可能な経営管理の在り方を検討し
たい。

3．調査方法
　本研究では主に、かぐらの湯の財務諸表及び経営
実態の調査結果に関する二次資料を用いた分析と、
関係者へのインタビュー調査を行う。
　はじめに本研究で用いた二次資料は、南信濃まち
づくり委員会がかぐらの湯検証委員会を特別設置し
てまとめた『かぐらの湯検証結果報告書』6）、及び飯
田市がまとめた飯田市がまとめた『飯田市南信濃温
泉交流施設「かぐらの湯」の運営に係る経営分析』（飯
田市産業建設委員会協議会補足説明資料）7）、そし
て南信濃振興公社が作成した2010年度～2020年度の

『事業報告書』8-16）、『財務諸表』である（2015年度事業
報告書を除く注2。また、南信濃振興公社の組織解体
のため入手が困難であった情報については、かぐら
の湯検証委員会が市内税理士事務所に依頼し、作成
した財務分析とデータ結果まとめ17）を参考に、かぐ
らの湯の入浴者数や燃料費・光熱水費等の推移を確
認した。
　次に、関係者へのインタビュー調査は、南信濃自
治振興センター職員及び飯田市遠山郷観光振興室職
員（2021年8月19日、2022年5月20日）、元南信濃振興
公社事務局長（2021年11月9、10日）、遠山郷観光協
会職員（2021年11月14日）を対象に実施した。

Ⅱ．調査対象地域・施設の概要

1．遠山郷の概要
　長野県飯田市にある遠山郷（上村・南信濃地区）は、
市街地から車で約1時間の山深い谷あいの中山間地
に位置する（図1）。遠山郷は三遠南信地域（愛知県東
三河、静岡県遠州、長野県南信州の県境をまたいだ
地域の呼称）として、古くから秋葉街道の宿場町と
して栄え、外部との交流が盛んな場所であった。現
在は、飯田市と静岡県浜松市を結ぶ重要路線として
三遠南信自動車道の整備が進み、広域的なアクセス
性の向上により、観光まちづくりの発展が大いに期
待される。一方で、遠山郷における2021年3月末現
在の人口（高齢化率）は、上村地区702人（55.7％）、
南信濃地区1,254人（61.2％）と、人口減少と高齢化が
顕著にみられる場所でもある。
　遠山郷の概況を端的に示すと、ユネスコエコパー
ク（正式には生物圏保存地域）や国内ジオパークに認
定されたエリアが重なり、自然環境を保護し利活用
できる大事な場所である。一方で、遠山郷にある遠
山川は、「4年に一度は大水害」と言われるほど災害
の多い川であり、遠山郷には「水魔」との闘いの歴
史が刻まれている18）。遠山郷に暮らす人々にとって
は、優しい自然から恩恵を受けるだけでなく、厳し
い自然のなかで互いに助け合いながら生活を営んで
きた大切な場所でもある。
　また、遠山郷は魅力ある学校運営のひとつとして、
学校選択制（小規模特認校制）を導入し学区外通学を

図1．�長野県飯田市遠山郷の位置（遠山郷観光協
会提供）
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認めるなど、学校を核とした地域づくりが特徴的で
ある。ほかにも、上村地区で発足した「遠山郷しぜ
んとあそぼうプロジェクト」では、遠山郷で体験で
きる魅力溢れるプログラムの開発が行われるなど、
地域住民をはじめUIターン者による観光産業への
新規参入は特筆しておきたい。そして、両地区にゲ
ストハウスが開業したり、地域の子どもを対象とし
たラフティングなどの体験教室が開始するなど、チャ
レンジングで多彩な取組みは注目に値し、これから
の遠山郷を担うあらゆる人材が自立・自律し、活躍
できる場所として認識している。

2．かぐらの湯の設立と発展

1）南信濃振興公社の発足
　1992年に発足した「財団法人南信濃振興公社」（以
下、南信濃振興公社）は、著しい人口減少に歯止め
をかけることを目的に、かぐらの湯をはじめ、遠山
郷の各種観光関連施設を運営し、観光を通じた地域
振興に取り組む。
　組織発足にあたっては、主に旧南信濃村の全額出
資で設立され、当時の過疎対策事業債が使われてい
る。組織体制は、理事長含め理事９名、監事２名、
評議員10名の約20名で構成された。飯田市との合併
前は村役場の職員が事務員として業務に当たってい
たが、合併後は公社の職員という形で雇用していた。
なお、事務局長は慣例として、村または飯田市の退
職した行政職員が担ってきたという。
2）かぐらの湯の設立経緯
　2000年、日帰り温泉施設「かぐらの湯」がオープ
ンした（図2）。この当時、南信州全域では俗に言う

温泉ブーム注3があり、「我が自治体にも温泉観光施
設の設置を」と、観光振興への大きな期待があった
と思われる。飯田市の近隣市町村では、阿南町のか
じかの湯（1993年設立）、下條村のコスモスの湯（1994
年設立）など、多くの公衆浴場が同時期に建設され
ていることからも、温泉ブームの活況をうかがい知
ることができる。なお、2000年3月14日に開かれた
竣工式には、700人もの地域住民ら関係者が集まり、
かぐらの湯の完成を喜び合ったといい、地域にとっ
て待望の施設であったといえる。
　さて、かぐらの湯は、公衆浴場法において「その
他公衆浴場」に分類される。また、飯田市南信濃観
光施設設置条例19）において、「観光事業を振興し、もっ
て地域の活性化を図る」ことを目指し、飯田市南信
濃温泉交流施設として、指定管理者による管理が適
正に行われている。開業してから現在に至るまで、
南信濃振興公社にかぐらの湯の管理運営を業務委託

（2005年10月には指定管理者制度を導入）し、交流人
口の増加と経済的な復興を主たる目的に掲げ、経営
管理を行ってきた。
　なお、施設としてはデラックスな造りをした、純
木造・大型建築である。外装や和室、浴場の梁には
南信濃村産のスギ、骨組みには岐阜県産のヒノキが
使用される。2001年には、長野県建築士会主催の第
５回県建築文化賞一般部門で最優秀賞に選ばれ、高
い評価を得ている。また、建設にあたっては村内を
中心とした建設業者4社が共同企業体となって受注、
施工した。
3）市町村合併による経営組織体制の変化
　2005年、上村及び南信濃村は飯田市と編入合併す
ることになり、かぐらの湯は飯田市の所有物となる。
引き続き、南信濃振興公社が、市の指定管理者とし
てかぐらの湯の管理運営を行った。2010年9月30日、
合併特例法において住民自治の強化等を目的に、南
信濃村に地域自治区と飯田市の特別職となる区長が
設置され、南信濃振興公社の理事長には区長が兼任
した。こうした運営形態を踏まえると、合併の緩和
措置における5年間は行政主導による管理運営の状
況が続いたといえる。その後、区長制度が廃止さ
れ、南信濃振興公社の理事長は民間で担当すること
になった。
　2013年、南信濃振興公社は、財団法人から「一般
財団法人飯田市南信濃振興公社」（以下、これまで図2．かぐらの湯の景観（遠山郷観光協会提供）
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の表記と統一し南信濃振興公社とする）へと、新組
織体制を発足させた。また、県知事の認定を受け、
公益目的事業にのみ活用できる基金として4,500万
円の資金を得た。その資金は、9年間の公益目的支
出計画を立て、地元特産品や工芸品の開発支援、都
市部との交流事業等を実施するために使われた。
4）かぐらの湯の現状
　かぐらの湯は開業から多くの観光客や地域住民で
にぎわい、2010年には総入浴者数が100万人に到達
するなど、観光地全体の地位を高めたといえる。し
かし、2020年の新型コロナの感染拡大をはじめ、同
年2月に源泉からお湯を運ぶポンプが故障し休業、
さらに同年7月には追い打ちをかけるように豪雨災
害が起こり、送湯管が通った中橋が被災・破損する
など、遠山郷はこれまで経験したことのない危機に
直面した。
　こうした危機的状況の中で、かぐらの湯の営業再
開を求める地域内外からの声も次第に大きくなり、
2020年7月、飯田市が直営で沸かし湯として営業を
再開するも、2021年11月下旬から当面の間、再び休
業となる。なお、市直営の変更の際には、新たに市
が公衆浴場営業許可を受ける必要があり、さらに「公
衆浴用の設置場所の配置及び衛生等の措置の基準に
関する条例」（2010年改正）による、レジオネラ症発
生防止対策のための構造設備の改修が求められるな
ど、温浴事業に係る施設・設備管理上の課題は多い。
　2020年3月、かぐらの湯における経営環境の大き
な変化として、南信濃振興公社は、利用者の減少と
ともに、施設の老朽化が激しいため経営効率が悪く、
コスト削減にも限界があったことなどを理由に、指
定管理者としての継続をしないことを決めた。2020
年7月31日、基本財産の減失による一般財団法人の
目的である「事業の成功の不能」のため、解散認定
を受けている。
　その後、次の指定管理者選考に向けて、地域自治
組織の飯田市「南信濃まちづくり委員会」では、特
別委員会として「かぐらの湯検証委員会」を設置し、
2020年6月から約半年間かけて、かぐらの湯の営業
停止による地域経済に及ぼす影響や事業精査を行っ
た。検証委員会では、「かぐらの湯は地域観光の拠
点であるとともに、今後将来にわたって地域振興を
図っていくうえでの重要施設」と再認識した上で、「温
泉施設の方向性について飯田市や地元関係者による

話し合いの場の必要性」が強調される6）。
　さて、かぐらの湯とともに地域が負ったダメージ
は甚大であり、「新型コロナの感染拡大」、「ポンプ
の故障」、「指定管理者の撤退・解散」、「中橋の破損」
を合わせて、「４重苦」を抱えた危機的かつ深刻な
状況に見舞われたといえる。2022年4月30日現在、
温泉部門はもとより食堂部門や販売部門、産地直売
所は当面の間休業となり、未だに再開の目途はたっ
ていない。

Ⅲ．結果

1．入浴者数と観光実態
　かぐらの湯の入浴者数の推移を見てわかる通り、
その数は漸次的に減少し、2019年度には開業当初の
約半分となる（図3）。なお、2015年度の増加は、三
遠南信自動車道路の一部を担う国道125号の押出ト
ンネルが開通したため、遠方からの時間距離の大幅
な短縮による、観光地利用者の増加が関係するもの
と考えられる。
　さて、入浴者数の大幅な減少には、いくつかの要
因が考えられるが、かつての温泉ブームが過ぎ去り、
温泉観光地に対する社会全体の関心が比較的少なく
なったことへの実感は確かにあるという注4）。また、
温泉施設におけるリピーターの獲得には大きな課題
があり、特に、施設・設備メンテナンスをはじめ、
利用客が好むようなサウナや風呂のリニューアルは
財政的にも難しいと思われる。観光客に飽きられな
いように、施設・設備を改善するためには先行投資
が必要である一方、行政運営の性格上、それらの理
由や合理性を議会に説明し、検討しなければならな
いため、予算執行に係る手続き上のハードルは高い
という注5。
　次に、遠山郷における観光実態を把握するため、
長野県『観光地利用者統計調査結果』20）を参考に、
遠山郷を含む南信州全体の観光地利用者数、南信州
全体のうち観光地類型別「温泉」延利用者数、及び
遠山温泉郷の観光地延利用者数を整理した（表1）。
なお、南信州全体の観光地類型別「温泉」は、松川
高原・まつかわ温泉清流苑、湯ヶ洞、富草・阿南温
泉、昼神温泉、信州平谷温泉、下條温泉郷・親田高
原、天龍温泉おきよめの湯の7施設であり、遠山温
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泉郷とは区別し集計される注6。
　南信州全体の観光地延利用者数は、2015年の押手
トンネル開通による観光地利用者の増加を除き、ほ
ぼ横ばいである。一方で、温泉延利用者数を見ると、
漸次的に減少しているといえる。図4は各年度にお
ける延利用者数の対2000年比（％）を示し、遠山温泉
郷の増加率は他と比べると高いことがわかる。特に、
2015年以降の増加率の安定化は、トンネルの開通に
よる観光促進の影響が大きいと思われる。遠山郷は、
登山やバイク等のツーリング観光が盛んな観光地で
あると考えられ、交通道路の整備が観光産業の更な
る発展に貢献し、観光消費がもたらす地域経済波及
効果が大いに期待される。

2．売上の推移
　南信濃振興公社の財務諸表（収支計算書）を参考
に、かぐらの湯全体の事業収入の状況を示す（表2）。
ふるさと雇用再生交付金は、失業者を雇い入れ、地

域における安定的かつ継続的な雇用機会を創出する
ため、国の特別基金を活用した補助・支援事業である。
また、元気づくり支援事業は、官民が連携したモデ
ル的で発展性のある取組みに対して、県が必要経費
を支援するもので、南信濃振興公社は藤糸を使った
伝統文化の継承事業やトラフグを活用した商品開発
を行った。なお、飯田市受託収益は温泉収益等の減
少を補填するなど、2010年度から増加傾向にあり、
2019年度には11,446千円と対2010年比で144.5％であ
る。
　さて、収入の中で一番大きな割合を占めるのは食
堂収益で、2015年度の48,358千円をピークに減少傾
向が続いている（図5）。また、市の経営分析まとめ
によると、2013年度から2017年度までの収支状況は
黒字となる一方、利用者の減少に伴い事業収支が悪
化し、原価率及び労働配分率が上昇傾向にあること
が業績悪化の要因として考えられている7）。そのた
め、飯田市がまとめた『飯田市南信濃温泉交流施設

「かぐらの湯」の運営に係る経営分析』では、料理メ

（単位：人）

『かぐらの湯検証のまとめについて』17)を参考に作成

（注）1999年度は、プレオープンの際の関係者利用数が算出される。
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図3．かぐらの湯の入浴者数の推移
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ニューの見直しや人件費抑制のための解決策を検討
する必要性を課題として挙げている。
　改めて図5を見てみると、当然のことながら温泉
収益は入浴者数と比例するため、2015年度の36,815
千円が最も高く、2019年度の28,173千円が最も低い。
また、販売収益は緩やかな減少傾向が続き、2019年
度には15,732千円と対2010年比で64.7％である。

3．かぐらの湯の経営状況

1）温泉事業単体の収支状況
　本稿では、温泉事業及び公益目的事業収益の個別
単体の収支状況を確認する。
　はじめに、2013年度から2019年度の温泉事業の収
支状況を確認する。かぐらの湯全体の受託事業とし

て、売上高には温泉収益のほかに販売収益、飯田市
受託料収益やその他収益が含まれる。表3を見てみ
ると、売上高（事業収入）と販売費及び一般管理費（事
業支出）の収支は、2015年度と2016年度を除きすべ
ての年度においてマイナスとなる。また、営業利益
は、すべての年度において売上高営業利益がマイナ
スと営業赤字が続き、施設及び事業を維持するため
の費用を賄えていないことがわかる。
　営業赤字の要因のひとつは、販売費及び一般管理
費における燃料費・光熱水料費が人件費を除いて大
部分を占めていることである。大型施設であるかぐ
らの湯の維持管理には、湯を沸かすなどの施設固有
の特徴として、固定費（主に燃料費・光熱水料費）が
膨大にかかる。実際の燃料費・光熱水料費の内訳と
推移を見ると、ペレット、重油、灯油の費用負担が

表1　南信州目的別の観光地延利用者数の推移
（上段：延利用者数（百人）、下段：対2000年比（％））

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

1）南信州全体の観光地
利用者数 38,811 38,345 38,414 39,385 38,636 42,938 38,554 38,844 37,504 40,482

100.0 98.8 99.0 101.5 99.5 110.6 99.3 100.1 96.6 104.3

2）うち温泉延利用者数 17,985 17,150 17,105 17,376 17,357 17,515 17,247 16,680 16,418 16,082
100.0 95.4 95.1 96.6 96.5 97.4 95.9 92.7 91.3 89.4

　（1）松川高原・
まつかわ温泉清流苑 2,450 2,499 2,539 2,525 2,496 2,615 2,633 2,662 2,471 2,504

100.0 102.0 103.6 103.1 101.9 106.7 107.5 108.7 100.9 102.2

　（2）湯ヶ洞 1,562 1,569 1,661 1,644 1,650 1,720 1,662 1,504 1,491 1,458
100.0 100.4 106.3 105.2 105.6 110.1 106.4 96.3 95.5 93.3

　（3）富草・阿南温泉 1,108 1,110 898 1,159 1,260 1,079 1,057 979 947 956
100.0 100.2 81.0 104.6 113.7 97.4 95.4 88.4 85.5 86.3

　（4）昼神温泉 7,282 7,106 6,899 6,896 6,461 6,389 6,200 6,118 6,019 5,754
100.0 97.6 94.7 94.7 88.7 87.7 85.1 84.0 82.7 79.0

　（5）信州平谷温泉 1,824 1,438 1,175 1,554 1,748 1,810 1,648 1,474 1,648 1,690
100.0 78.8 64.4 85.2 95.8 99.2 90.4 80.8 90.4 92.7

　（6）下條温泉郷・親田高原 3,310 2,950 3,435 3,173 3,469 3,599 3,629 3,502 3,413 3,273
100.0 89.1 103.8 95.9 104.8 108.7 109.6 105.8 103.1 98.9

　（7）天龍温泉おきよめの湯 449 478 498 425 273 303 418 441 429 447
100.0 106.5 110.9 94.7 60.8 67.5 93.1 98.2 95.5 99.6

3）遠山温泉郷 840 855 839 811 864 1,004 1,018 991 979 1,009
100.0 101.8 99.9 96.5 102.9 119.5 121.2 118.0 116.5 120.1
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図4．南信州観光地の観光実態

表2　かぐらの湯の事業収入
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（単位：千円）

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

温泉収入 37,302 36,394 35,855 33,138 33,171 36,815 34,009 33,441 32,792 28,173
食堂収入 41,300 43,265 40,987 39,064 42,724 48,358 45,126 42,038 42,030 38,704
販売収入 24,304 24,588 24,135 22,524 21,304 23,140 20,347 19,588 18,972 15,732
入館料収入 544 493 407 512 392 321 346 376 352 322
利用料収入 - - 44 90 25 70 250 92 43 66
補助金・助成金等収入 - 684 350 13 7 527 - - - -
飯田市受託金収入 7,919 7,919 9,237 9,237 9,561 9,743 10,715 11,354 11,403 11,446
ふるさと雇用再生交付金 2,000 5,829 - - - - - - - -
元気づくり支援事業 - - - - - - 1,295 2,142 - -
その他収入 5,527 4,965 4,672 3,861 4,103 6,971 8,639 6,604 4,375 3,764
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大きいことがわかる（図6）。毎年、ペレット、重油、
灯油の合計は約1,500万円を推移し、販売費及び一
般管理費の約2割である。営業赤字の改善に向けては、
営業規模の縮小や改修時に改築・減築するなど、温
泉施設を維持管理するためのコストを削減すること
も重要であるといえる。
2）公益目的事業単体の収支状況
　次に、公益目的事業の収支状況を確認する。南信
濃振興公社は、観光を中心とした情報発信事業、遠
山郷ふれあい事業、ふるさと創造体験事業、ふるさ
とフェア参加事業、文化芸術振興事業／遠山郷伝統
文化発信事業、高齢者福祉事業、そして特産品の開
発等による地場産業振興事業に取り組む。
　2013年に一般財団法人に移行し、4,500万円の基
本財産を財源に、9年間の支出計画による公益目的
事業を実施したが、赤字額が700万円を超える年度
もあり、予定よりも2年間早く財源を使い切ること
となった（図7）。そのため、公益目的事業の見直し
をはじめ、収益事業による増益幅を拡大させるなど、
事業継続につながる効果的な取組みが必要だったと
いえる。

3）管理運営体制
　南信濃振興公社は、旧南信濃村の全額出資により
設立した経緯があり、初代理事長は旧南信濃村村長、
理事は村内有識者、事務局は村職員が担うなど、ま
さに行政任せによる運営形態をとっていたといえる。
編入合併後は、徐々に民間主導の組織づくりを進め
ていく一方、管理運営に対する地域住民の関心も低
く、「地域から離れたままの組織」であったと、南
信濃まちづくり委員会に検証結果が報告される6）。
　また、報酬・理事会の開催頻度は少なく、理事メ
ンバーが公益法人独特の会計書類から施設の経営状
況を判断することは困難であり、組織運営上の課題
として「少ない報酬」で「頼まれて就任」している実
態があったと、報告される17）。そのため、経営管理
に精通した理事メンバーが少ない中で、理事会にす
べての責任を問うことは困難であろう。そして、理
事会におけるチェック機能が有効に働かなかったこ
とをはじめ、適時的確な経営判断や責任の所在など、
厳しい経営環境の中で経営感覚やノウハウを持った
人材の不在がいまひとつの課題としてあった。
　最後に、市の経営分析まとめによると、飯田市は

図5．かぐらの湯の主な売上の推移

（単位：千円）
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かぐらの湯の設置者として、南信濃振興公社の管理
運営を監督する立場にあり、実際には理事会にもオ
ブザーバーとして市職員は同席していたが、南信濃
振興公社の主体性を尊重しつつも、健全な施設運営
に向けた効果的なアドバイスができなかったと反省
される7）。

4．公益目的事業に関わる連携主体
　表4は、関係者からのヒアリング調査、及び飯田
市南信濃振興公社『事業報告書』と『財務諸表』を参
考に、公益目的事業の運営に係る南信濃振興公社と
の連携主体と過去3年間の収支状況を整理したもの
である。なお、本事業報告書は南信濃振興公社事務
局が作成したものであり、飯田市議会に提出するた
めの概要説明にとどまり、詳細な内容を把握できな
かったことが研究上の課題としてある。

1）観光を中心とした情報発信事業
　遠山郷観光協会が連携主体となり、かぐらの湯の
イベント情報や遠山郷の観光情報を中心に、観光案
内所を拠点とした情報提供やインターネットを利用
した情報発信を行う。遠山郷観光協会はかぐらの湯
に隣接する観光案内所「アンバマイ館」に事務所を
置き、年中無休（年末年始を除く）で、主に遠山郷に
おける観光地や宿泊・交通等に関する情報提供・発
信を行う。なお、2010年度の事業報告書によると、
年間4,917人の来館者に対応し、インターネットの
年間総アクセス数は800,000件と成果を上げる8）。
　また、利用者の口コミによる宣伝を重視するとと
もに、テレビや新聞・雑誌等を活用して少ない経費
で効果を最大化することを目指したという。ほかに
も、遠山郷観光協会と連携協力し、遠山郷観光の推
進を目的としたアドバイスやイベントの企画立案な
ど、地域内外における情報交流も重要な活動と位置
づけ、地域との関係づくりに精力的に取り組んでき

表3　かぐらの湯管理受託事業の収支状況
（単位：千円）

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

売上高 59,132 58,932 67,618 63,773 61,962 58,863 50,949
　温泉収益 33,103 33,171 36,814 34,009 33,441 32,792 28,173
　食堂収益 0 80 0 0 91 0 0
　販売収益 19,552 18,604 20,161 17,485 17,244 16,029 13,254
　飯田市受託料収益 3,432 3,567 4,124 4,124 5,051 6,018 6,018
　その他収益 3,044 3,511 6,519 8,156 6,136 4,024 3,504
売上原価 12,080 12,365 13,191 11,409 11,564 10,834 8,803
　期首棚卸高 1,625 2,473 2,304 2,526 2,757 2,010 1,730
　売店材料費 12,928 12,196 13,413 11,639 10,818 10,553 7,624
　期末棚卸高 ▲2,473 ▲2,304 ▲2,526 ▲2,757 ▲2,010 ▲1,730 ▲551
売上純利益 47,052 46,567 54,427 52,365 50,399 48,029 42,146
販売費及び一般管理費 63,360 60,787 61,268 62,366 63,342 60,484 51,991
　人件費 13,599 12,504 - 13,124 13,418 11,793 11,595
　燃料費 14,873 13,663 - 14,895 14,161 14,656 12,514
　光熱水料費 10,834 11,788 - 11,384 11,833 12,122 10,727
　委託費 4,958 4,579 - 4,866 5,231 4,555 3,577
　衛生費 2,401 2,041 - 2,105 2,636 2,564 1,390
　その他 4,615 3,847 - 4,583 4,500 3,960 3,385

営業利益 ▲16,309 ▲14,220 ▲6,841 ▲10,001 ▲12,943 ▲12,455 ▲9,845

収支 ▲4,229 ▲1,855 6,350 1,408 ▲1,379 ▲1,621 ▲1,042

※2015年度データは産業建設委員会協議会資料7）を参考に作成
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図6．燃料費と光熱水費の推移

図7．公益目的事業の収支状況及び基金残高

（単位：千円）

『かぐらの湯検証のまとめについて』17)を参考に作成
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たといえる。
2）遠山郷ふれあい事業
　遠山郷観光協会のほか、南信州観光公社、地域住
民等が連携主体となり、自然を活用した都市交流を
目的とした様々なイベントや旅行企画など、かぐら
の湯をはじめ地区内の観光関連施設の利用促進を図
る。
　特筆すべき事業のひとつは、「チャレンジマラニッ
クin遠山郷」（マラニックとはマラソンとピクニッ
クを合わせた造語）である。かぐらの湯をゴール地
点として、約50㎞のコースを約150人の参加者が走り、
参加特典にはかぐらの湯の入浴券を提供するなど、
温泉施設の積極的な活用が見られる。また、コース
の途中で設けられた補給ポイントでは、「遠山郷の

うまいもの」の提供と「人情味あふれる遠山郷の人々」
のサポートが特徴的であり、スタッフや沿道の応
援も含めた約100名の地域住民が関わったという。
2017年度の事業報告書によると、近隣の千代地区か
ら約20名ものスタッフが加わり、新しい出会いと交
流の輪を広げていることも特筆しておきたい14）。
3）ふるさと創造体験事業
　ひとつは、株式会社南信州観光公社が連携主体と
なり、南信州観光公社が主催する教育旅行（中学生
を対象とした田舎生活体験受入れ）を支援する。南
信濃振興公社は、主に遠山郷地区の連絡窓口となり、
農家滞在体験の受入れに協力した。
　2016年度の事業報告書によると、関西方面の中学
生393人を受け入れ、遠山郷の自然と共存した田舎

表4　公益目的事業の概要
（上段：経常収益（千円）、中段：経常費用（千円）、下段：収支（千円））

事業名 主な取組み 連携主体
収支状況

2017 2018 2019

観光を中心とした
情報発信事業

観光案内所を拠点とした情
報提供、インターネットを
利用した情報発信

遠山郷観光協会 0
275

▲275

0
255

▲255

0
712

▲712

遠山郷ふれあい事
業

チャレンジマラニック in
遠山郷、茶摘み・ブルーベ
リー狩り体験、塩の道探訪
など各種ウォーキングツ
アー等

遠山郷観光協会、南信州観光公
社、地域住民等

2,142
3,448

▲1,306

0
648

▲648

0
549

▲549

ふるさと創造体験
事業

体験教育旅行・田舎生活体
験受入れ協力、藤糸づくり
体験、藤つるを使った工芸
品づくり等

南信州観光公社、遠山ふじ糸伝
承の会

72
327

▲256

74
314

▲239

42
435

▲394

ふるさとフェア参
加事業

屋台まつりの開催、他地区
イベントへの遠山物産展出
店、他地域おこしイベント
への協賛・協力等

遠山郷観光協会、商工会議所遠
山郷支部、南信濃地区農業振興
会議・有害鳥獣対策協議会、食
品衛生協会遠山郷支部、飯田市
観光課、飯田市教育委員会等

78
362

▲284

74
314

▲240

49
500

▲451

文化芸術振興事業
／遠山郷伝統文化
発信事業

ふるさとコンサートin遠
山郷、津軽三味線と唄を楽
しむ会、霜月祭公演会等

team. MoSse、霜月祭保存会等 0
1,240

▲1,240

0
1,350

▲1,350

0
1,515

▲1,515

高齢者福祉事業 無料送迎サービス、歌声広
場

飯田市内ボランティアグループ
等

0
954

▲954

0
939

▲939

0
1,064

▲1,064

特産品の開発等に
よる地場産業振興
事業

温泉活用ふぐ養殖、商品開
発・料理提供、土産品開発
等

夢創造、県、飯伊地域地場産業
振興センター等

1,336
4,966

▲3,630

1,741
4,023

▲2,281

1,168
3,426

▲2,258
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生活の体験を提供した13）。また、地域住民との普段
着の交流を通じて、遠山郷の魅力を実感してもらう
ことで、大人になってから、また遊びに来てもらう
ような動機づくりに成功している。なお、2017年度
以降は関西方面の中学生以外にも、東京の大学生や
中国広東省の小学生を受け入れるなど、参加地域や
対象の幅を広げている。
　次に、自然の藤糸づくりや、藤つるを使った工芸
品づくりによる文化の伝承事業を支援する。藤糸に
よる織物は、地域に伝わる遠山一族の民話『藤姫物
語』に登場するもので、地域文化の伝承活動として、

「遠山ふじ糸伝承の会」21）が連携主体となり、活動を
推進している。また、県の地域発元気づくり支援金
活用事業のひとつとして補助を受け、地元小学校の
クラブや地域住民を対象とした体験教室を開設する
だけでなく、観光客への体験メニュー開発にも取り
組んでいる。
4）ふるさとフェア参加事業
　交流人口を増やして地域の活力を取り戻すことを
主たる目的とし、様々な団体が連携主体となり、多
種多様な活動が企画される。例えば、飯田市橋北地
区文化祭への参加や峠の綱引き合戦の協力など、い
くつものユニークな連携協力の取組みが見られる。
とりわけ、峠の綱引き合戦は、静岡県浜松市天竜区
水窪町の観光協会と連携協力した、三遠南信地域を
代表する観光イベントである。ほかにも、2014年には、
南アルプスユネスコエコパーク登録を記念した「道
の駅遠山郷エコパーク癒しの体験祭り」が開催され、
飯田市美術博物館の研究員による特別講演が行われ
るなど、遠山郷にある地域資源の魅力に気づきを与
えるとともに、地域住民が新たな側面を知る機会を
創出しているといえる。
　また、道の駅としての機能を発揮し、駐車場の確
保による集客力や、トイレを備えた利便性が生かさ
れる。南信濃振興公社から地元事業者を中心に出店
者を募り、地域住民が連携主体となり、かぐらの湯
の駐車場に屋台を出店することもある。こうした公
益目的事業の企画立案の背景には、企画当初、南信
濃振興公社と地域住民の関わりは少なく、「かぐら
の湯は地域の皆さんに支えてもらえなければ、この
先（の管理運営は）大変なんだろうなという思いが
あった」（括弧内筆者）注7）という。かぐらの湯を身近
な存在・場所と認識してほしいという想いがうかが

い知れるだけでなく、地域住民の積極的関与を生み
出すイベントを企画することにこそ、かぐらの湯の
存在理由があるのだと確信する。
5）文化芸術振興事業／遠山郷伝統文化発信事業
　文化芸術振興事業は、2011年度の新規事業とし
て、地域住民の精神的な満足感や生きがい創出を目
指し、遠山郷の地域住民が気軽に優れた文化芸術に
触れることのできる場の提供を行っている。地域の
若者グループ「team. MoSse（チームモッセ）」（モッセ
は、“も”っと“積”極的に頑張っていこうの意味）22）

が連携主体となり、企画立案から実施まで取り組み、
「かぐら寄席」や「ふるさとコンサートin遠山郷」等
の様々なイベントに協力する。ほかにも、人形劇や
津軽三味線などの文化活動を支援し、地域の文化芸
術振興に寄与する様々な事業を展開している。
　次に、遠山郷伝統文化発信事業は、南信州観光公
社、霜月祭保存会や地元の人形劇団等が連携主体と
なり、伝統文化の発信とかぐらの湯の来館者の増加
を目的に、各種公演を行う。「かぐらの湯で行う霜
月祭公演会」では、各集落の霜月祭保存会が連携主
体となり、かぐらの湯のホールを貸し切って、国の
重要無形民俗文化財に指定される霜月祭の神事や舞
を、わかりやすい解説を交えながら実演する。毎年
12月に遠山谷各所の神社で執り行われる祭りに参加
できない観光客にとっては、気軽に遠山郷の伝統文
化を楽しむイベントとして、各回100～200人の参加
者でにぎわうという。
　近年、氏子や保存会のメンバーの高齢化が顕著と
なる中、特に後継者の確保が難しい集落においては、
遠山郷のファンやリピーターを獲得するなど、地域
外から新たな協力者が集まることが期待される。
6）高齢者福祉事業
　2011年度の新規事業として、交通手段を持たない
高齢者を対象に、かぐらの湯発着の無料送迎バス（予
約制）を運行している。なお、2013年度には毎週金
曜日の運行であったが、2016年度には毎月第3金曜
日に変更となり運行本数は減少している。
　特筆すべき事業のひとつは、無料送迎サービスに
合わせた、「心の癒し歌声広場」である。飯田市内
のボランティアグループ「信州森風会」が連携主体
となり、毎回30～50人が参加するという。かぐらの
湯が療養を目的とした温泉施設として、地域の健康
保持・増進する場となるとともに、地域住民が歌う
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ことを通じて元気に楽しく交流する場となり、地域
福祉の向上に貢献しているといえる。
7）特産品の開発等による地場産業振興事業
　かぐらの湯は、全国的にも珍しい高濃度の塩化物
天然温泉である。
　2011年度の新規事業として、温泉活用によるフグ
の養殖実験と商品開発事業に取り組んでいる。温泉
水の調査や養殖技術の確立に向けては、株式会社夢
創造23）が連携主体となり、既存温泉成分表による養
殖可能性の判断を行い、養殖実験を開始する。また、
県や財団法人飯伊地域地場産業振興センターが連携
主体となり、県の助成金注8を活用し、かぐらの湯に
温泉トラフグ試験養殖プラントを設置する。
　その後、200匹の稚魚を放流し、閉鎖循環システ
ムの実証実験、水質及び生体栄養要因の分析、給餌
管理方法などの検証を行う。さらに、飯伊地域地場
産業振興センター等を通じて、商品開発及び流通に
おける専門家によるアドバイスを受ける。2012年及
び2013年の試食会では、歯ごたえ、身の締まり、食
味等、一定の評価を受けるとともに、テレビや新聞
等の各種メディアにも大々的に取り上げられ、大き
な反響を得た。
　2013年以降は、養殖におけるトラフグの生存率は
90％強を維持し、2016年には予約制のフグ料理の提
供が行われるなど、事業成功の兆しも見えてきたと
いえる。そして、2018年には、かぐらの湯の食堂で
コース料理「神ふぐ」が一般提供できるようになる。
さらに、神ふぐストラップ等の土産品の開発へとつ
なげ、新たな地場産業創出を通じた地域振興に大き
な期待が持たれた。しかし、2019年、メンテナンス
期間に発生した源泉揚湯ポンプの落下事故により温
泉水の供給が止まり、未だ養殖施設が稼働できずに
いる。

5．小括
　遠山郷は、南信州全体における主要な観光地とし
ての存在感を放ち、かぐらの湯が地域社会経済に与
えるインパクトは確かに大きかったといえる。特に、
2015年の三遠南信自動車道路の整備や新たな地場産
業（温泉トラフグ）の経営安定化は、入浴者数や売上
の増加に貢献してきたといえる。しかし、2016年度
以降は、入浴者数とともに売上高の減少傾向が続き、

かぐらの湯の観光需要は一時的な人の移動による本
来的な不安定性を抱えていることがわかる。
　異なる視点から考えれば、遠山温泉郷全体の観光
地延利用者数の増加幅は大きいことから、温泉利用
だけでなくその目的以外の観光客誘致の在り方など、
かぐらの湯におけるあらゆる需要喚起策が課題とし
てある。以上の課題解決に向けては、公益目的事業
による観光客誘致の取組みが期待される一方、調査
の結果、南信濃振興公社による適時な事業計画の見
直しや、温浴事業全体における各種事業の改善を図
る必要があったと思われる。また、遠山郷全体にお
けるかぐらの湯の影響力が一過性とならないために
も、温泉や食堂、公益目的事業などの様々な機能を
充実させるための横断的な事業計画を検討するなど、
今後の施設の活かし方が重要である、と考える。
　そして、観光まちづくりの観点から、かぐらの湯
の管理運営のひとつの方向性を考えるならば、運営
主体（今回のケースでは南信濃振興公社）と地域の協
働推進のための関係性構築が重要であり、そのため
には地域住民一人ひとりが主体性を存分に発揮でき
る場として公衆浴場が機能しなくてはならない、と
考える。また、市や公益法人等と地域住民とが一緒
になって運営体制を整え事業展開するための、全体
を統括するコーディネーターの存在も欠かせないが、
それについての考察は別稿に譲ることにする。重要
なことは、観光関連施設の管理運営や事業計画には
地域住民の協力連携の必然性が伴い、こうした基本
的な考え方の中で、地域経営を担う人材を育成する
といった公衆浴場の新たな役割も見えてくるだろう。

Ⅳ．考察

1．かぐらの湯の経営について
　かぐらの湯の経営に係る過去データ検証の結果、
入浴者数の減少に伴い主たる収入の減少傾向が続い
たこと、公益目的事業の財源を支出計画よりも早く
消化してしまったこと、施設管理に係る燃料費や光
熱水料費といった固定費の割合が大きいことなど、
全体の収支状況が不安定であり、管理運営上の課題
が深刻であることがわかった。それぞれの結果に対
して具体的な改善策を検討することも必要であろう
が、本項では中山間地における経営及び公衆浴場の
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経営について焦点化し、考察する。
　はじめに、中山間地における管理運営上の課題の
ひとつは、経営や観光に関する幅広い知識や実務経
験のある人材の確保である。しかし、現実にはその
ような人材は中心市街地に集中し、地方圏には蓄積
されにくい。特に、若者が流出している中山間地で
は専門人材の確保・育成とともに困難な状況である
といえる。一般的には、中山間地で人材を確保する
上で、高齢者や女性、UIターンの若者等と幅広い
人材の採用を増やしたり、あらゆる人材を貴重な戦
力として活躍できる人事システムの整備を行うなど、
地域に適した方法を通じて雇用創出することが大切
である24）。
　調査の結果、かぐらの湯の公益目的事業の運営に
は、特に、多様な担い手が多様なルートで地域行事
にかかわっていたといえる。近年、関係人口の概念
整理や受入プロセスなどの地域づくりの在り方が議
論される中25-27）、「ゼロサム問題」の発生が懸念され
る定住人口と比べ、関係人口は複数の地域とのかか
わりを可能とする点28）において、非常に興味深い提
起がある。新型コロナが与えた地域への影響は無視
できないものの、ワーケーションやテレワークといっ
たニューノーマル時代の新しい働き方による雇用創
出の可能性も生まれ、関係人口などの外部人材と地
域住民との関係の質や、地域経営の在り方は大きく
変化していくものと思われ、新たな人材戦略を検討
する余地は十分にある。現在、地域住民を中心に地
域内外の人々の協力を得ながら、飯田市や遠山郷観
光協会、南信州観光公社等がかぐらの湯の再建に向
けて議論を進めている。居住地域・非居住地域を問
わない多様な働き方を模索し、都市部と中山間地の
ライフスタイルや価値観に応じた多様な労働力を確
保するための経営管理の在り方が期待される。
　また、中山間地における経営改善のポイントのひ
とつには、燃料費等の高騰やコスト削減の観点から、
環境に配慮したボイラー燃料への転換や、省エネル
ギー関係設備の導入が有効であるとともに、普段か
ら不要時の消灯、LEDの導入を推進するなど、継
続的な対策が重要である、と考える。省エネルギー
推進に向けては、木質バイオマスをはじめ中山間地
における地域資源を活用した地域経済活性化の観
点から、様々な事業や研究が展開する29-31）。また、
全国には温泉施設を含む公共施設に再生可能エネル

ギーを導入した事例も多く、新たな雇用創出につな
げるなどの地域経済の活性化が見られる。例えば、
宇奈月温泉（富山県黒部市）では、温泉街の活性化を
目的に、小水力発電によって得た全電力を地域で直
接消費し、電動バスや公民館の照明に利用するなど、
地域特性を活かした観光まちづくりが特徴的である。
現在、遠山郷では地域住民が出資する小水力発電事
業が進められ、全電力を売却した利益は配当に充て
るほか、売電収益を原資として地元食材や地域人材
を活用した伝統料理メニュー開発を行うなど、様々
な取組みが検討される。エネルギーや農産物の地産
地消を切り口に自立し、魅力ある遠山温泉郷の実現
に向けては、地域に根差した再生可能エネルギー導
入実現のための補助・支援制度や住民対話の機会を
設けるなど、関連環境政策が重要といえる。
　次に、公衆浴場における管理運営上の課題は、入
浴者数の減少、燃料や光熱水料費等の固定費の上昇、
さらに老朽化・経年劣化による機器の故障などが挙
げられる。これらはかぐらの湯だけでなく全国的に
も共通する内容としても捉えられ、諸課題の解決に
向けては、2020年4月に改正された、厚生労働省「浴
場業の振興指針」の実践的かつ戦略的な指針が参考
になる。例えば、採算のための改善目標として、入
浴者数の減少傾向が続く中で、損益分岐点を定め、
入浴料金や固定費抑制策を検討する必要性は市の協
議会でも強調されていることである。しかし、法制
度上のいわゆる「公衆浴場」は、物価統制令の規程
に基づき入浴料金が統制され、料金を上げることは
難しい。また、「その他の公衆浴場」であるかぐら
の湯にとっても、条例により市長の承認を得て料金
を定める必要があるだけでなく、地域住民の福祉向
上の保持を目的とする側面も強く、入浴料金の値上
げが利用者への生活負担に直につながるため、他温
泉施設との価格の差別化が難しい、と考えられる。
さらに、長野県をはじめ全国の温浴事業の業態面や
採算面は構造的な問題を抱えているといわれ、例え
ば、入場料を２倍にするとともに、３倍強の入場者
数を確保しなくては採算領域に達しないと考えられ、
従来の事業規模や事業形態の抜本的な見直しの必要
性が指摘されている32）。
　以上、公衆浴場の経営上のいまひとつの課題は、
高い集客数による採算性の確保である。そのため、
かぐらの湯の経営者に期待する集客促進の検討に向
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けては、特定の年齢層や性別等にターゲットを絞っ
たサービスや浴室の多様化等を図るうえで、公衆浴
場における競争優位性を有する地域ブランドを創り
出すための、遠山郷の地域条件や観光ポテンシャル
を明らかにすることが今後の課題としてある。

2．かぐらの湯の社会的意義
　かぐらの湯は遠山郷観光において極めて重要な施
設である。長野県の南の玄関口として観光需要に大
きな影響を与えてきただけでなく、地域住民をはじ
め観光客が日々の生活や旅の疲れを癒し、約20年も
の間、遠山郷における観光の最前線で活躍してきた
公衆浴場であったといえる。
　また、かぐらの湯は、観光振興に限定して機能す
るものではないことは言うまでもなく、地域社会の
福祉課題に対応するための重要な地域コミュニティ
の核として、積極的に公衆浴場のスペースを開放し
ていくことが求められよう。厚生労働省「浴場業の
振興指針」に見られる施設の需要喚起策には、サー
ビスの見直し及び利用者の確保が目指され、具体的
には、脱衣場等をソフト面で活用して、地域のイベ
ント等に対する場を提供するなど、入浴者数の増加
に結び付けることができる。このように、地域住民
にとってはお金を払ってでも足を運びたくなる価値
を生み出すなど、施設の活かし方が重要である。
　次に、地域経済の活性化のため、かぐらの湯の経
営者は、温泉や食堂事業を通じた収益と、公益目的
事業の役割を明確に区別するとともに、観光関連団
体や地域住民等との連携を強めて、成果を最大限に
高めるための仕組みの中で地域経営に取り組む必要
がある。しかし、多様な主体による連携を通じて、
観光客誘致に効果を上げる例は少なくない一方、既
存組織の保守的態度や、観光とまちづくりのバラン
スをとる難しさが連携推進上の課題としてある33）。
調査の結果、公益目的事業を温泉・食堂部門等の温
浴事業に結び付ける手段やその評価は不十分であっ
たと考えられ、南信濃振興公社は客観的な事後評価
や連携促進策を行ったり、全体を統括するコーディ
ネーター的な役割を担う人材を登用するなど、あら
ゆる手段を早い段階で検討し、実行に移さなければ
ならなかったといえる。
　最後に、公衆浴場の本来の目的以外で、入浴者数

の確保に成功している例は少なくない。かぐらの湯
においても、地域の伝統文化や自然資源を活用した
事業が特徴的であり、かぐらの湯を軸にして、地域
住民による様々な活動が活性化されていると思われ
る。特に、かぐらの湯における霜月祭の特別公演は、
地域の伝統と魅力を体感できる優れた観光商品とし
て需要喚起に結び付くだけでなく、さらに、祭り文
化への関心を高め、地域の伝統文化の保存・継承に
も貢献してきたといえる。また、藤つるを使った工
芸品や藤糸づくり、コンサート等の活動では、地域
住民が文化芸術に触れる機会を創出するだけでなく、
様々な主体が企画立案に参画する中で新たな組織団
体が発足する例も見られた。かぐらの湯の社会的意
義は、住民同士が地域振興に向けて、自由に意見を
出し合う場であり、また、かぐらの湯を主体的に活
用しようとする組織団体をつなぐ場となることであ
る、と考える。
　あらためて、かぐらの湯における公衆浴場の独自
性（または競争優位性）は何であろうか。飯田市にお
ける住民自治の独自性は人づくりを大切にする教育
や学習にあり、精力的な公民館活動は全国的にも知
られている。飯田市の公民館活動は、公民館に行く
のではなく「公民館をする」と表現されるように、
地域住民一人ひとりが主役となり、まちづくりへの
積極的関与の姿勢を示す。こうした独自性を優位に
働かせることで、かぐらの湯は観光を目的とした公
衆浴場として交流人口や関係人口の拡大を進めなが
らも、観光客や地域住民に様々な学びを提供するこ
とができる、と考える。公衆浴場は、地域住民との
生活と密接した地域文化と価値の継承の場となる可
能性を大いに秘めており34）、地域における課題が多
様化・複雑化する社会においては、「みんなが使う
場所をみんなで考える」といった、学びを通じた観
光まちづくりの必然性が伴うといえる。それは、こ
れまでの浴場業の振興指針や温浴事業には見られな
い、入浴客を呼び込むためのサービス向上や施設・
設備改善の在り方とは別の姿かたちをみせることと
なる。

Ⅴ．おわりに
　本研究では、長野県飯田市遠山郷にある日帰り温
泉施設「かぐらの湯」を対象に、中山間地における
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公衆浴場の望ましい経営管理の在り方を検討した上
で、かぐらの湯の社会的意義を明らかにした。
　調査の結果、かぐらの湯は、入浴者数の減少に伴
い温泉や食堂収益の減少傾向が続いたこと、公益目
的事業の財源を支出計画よりも早く消化してしまっ
たこと、大型施設による固定費の費用負担が大きい
ことなど、経営悪化の主な原因が明らかとなった。
また、公衆浴場における管理運営の在り方を改めて
整理し、中山間地における人材の確保や地域特性を
活かした観光まちづくりについて、新たな見解を提
示した。さらに、教育や学習の側面からかぐらの湯
の独自性を見ることができ、地域住民の主体的な参
画を通じて施設を経営・利用するなど、学びの場と
しての公衆浴場の社会的意義は大きく、新しい地域
経営の在り方や観光まちづくりを検討する必要性が
示唆された。
　最後に、2020年6月、元南信濃振興公社事務局長
の声掛けのもと、飯田市まちづくり委員会は、飯田
商工会議所遠山支部や遠山郷観光協会と協力して、
全地域住民が参加することのできる「かぐらの湯応
援団」を発足させた。かぐらの湯を地域の観光拠点
として再興するべく立ち上げられたこの組織は、か
ぐらの湯周辺の芝生の整備や、テント市等での物販
によるにぎわいの創出を行うなど、地域住民との連
携の下での創業や事業継承が期待され、かぐらの湯
をめぐる今後の動向と発展に注視せざるを得ない。
なお、本研究の成果は、少子高齢化や人口減少が著
しい中山間地における公衆浴場の管理運営に対して
新たな知見を与えると考えるが、様々な連携主体に
よる経営改善や温浴事業への効果については、本研
究において十分に解明できておらず、今後の課題と
したい。
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注
注1 『公衆浴場業（一般公衆浴場）の実態と経営改善

の方策』（厚生労働省、2014年）では、「生活衛
生関係営業経営実態調査」の調査結果を中心
に、公衆浴場業の実態と経営改善の方策が検
討され、経営上の問題点が一般化され、具体
的な取組み提案もなされている。

注2 資料・データを収集することができなかった
ため『平成27年度一般財団法人飯田市南信濃振
興公社事業計画書』（2015年発行）を参考した。

注3 環境省2019年度温泉利用状況によると、「温泉
利用の公衆浴場数」は2019年には7,981施設とな
り、1981年の2,155施設と比べるとその数は約3
倍以上となり、公衆浴場の数は増加傾向にある。
なお、この数字は宿泊施設とは別にカウント
され、公衆浴場の大半が日帰り施設であると
考えられ、1981年から約30年間における日帰
り温泉ブームを如実に表しているといえる。

注4 南信濃自治振興センター遠山郷振興担当（2021
年8月19日聞き取り）

注5 南信濃自治振興センター遠山郷振興担当（2021
年8月19日聞き取り）

注6 県観光実態調査では、かぐらの湯を含む観光
地名を「遠山温泉郷」としている。なお、遠山
温泉郷は、調査方法上の対象としては「名所・
旧跡」に類型されるが、かぐらの湯が設立され
た2000年度の観光利用者数が1,109百人（1999年
比177.2％増）となり、観光温泉施設の設立が大
きな影響を与えたことは確かである。そのため、
本稿では遠山温泉郷を「温泉地」として位置づ
け、ほか「温泉地」に類型される観光地と比較
する。

注7 元南信濃振興公社事務局長（2021年11月9、10
日聞き取り）

注8 総事業費は、5,696千円（内訳は県：1,862千円、
産業センター：1,500千円、振興公社：2,334千円）
である。
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正誤表 

本書に下記の通り誤りがございました。訂正してお詫び申し上げます。 

訂正箇所 誤 正 

P19 右列 13行目 上村地区 702人 上村地区 384 人 

P20 右列 33行目-36行目 2010年 9月 30日、合併

特例法において住民自

治の強化等を目的に、南

信濃村に地域自治区と

飯田市の特別職となる

区長が設置され、 

この合併に伴い、南信濃

地区には合併特例法に基

づく地域自治区と飯田市

の特別職となる区長が設

置され、 

P21 右列 15行目 国道 125号 国道 152 号 

P22 左列 2行目-3行目 押手トンネル 押出トンネル 

以上 


